メディアを介した講義の理解に及ぼす非言語的情報の影響 by 星 薫 et al.
メディアを介した講義の理解に及ぼす非言語的情報
の影響






















































































































































































































































































































A条件 B条件 C条件 D条件
男　　性 0．38（L72）0．33（3，67）0．27（3．54）0．35（1．4）
女　　性 0．47（3．29）0．32（2．66）0．49（3．11）0．54（3．77）
　表をもとに、男女別、条件別の正再生率を図示した
のが、図3である。
　各条件における男女別正再生率について、性別
（2）×提示条件（4）の2要因分散分析を行ったところ、
性別の主効果が有意となった（F（7，25．69）＝＝　2。52，
P＜．05）。全体に男性は女性より正再生率が有意に低
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図3　条件別、男女別言再生率
かったのであるが、B条件（暗い表情）でのみ、男女
差はなくなり、女性被験者も男性被験者と同程度に正
再生率が低くなっていた。さらに多重比較の結果、女
性被験者でのみ、B条件とC条件、　B条件とD条件の間
に5％水準で有意差が検出された。
］v．考　　察
　話の内容の理解しやすさ、およびビデオの登場人物
の印象について、被験者に4種の質問（話の内容が理
解し易かったか、話者の話し方は分かりやすいと思っ
たか、話者が専門分野の先生だとしたら指導を受けた
いと思うか、身近な大人だとしたら相談するか）を行
い、被験者の受けた印象を5段階の評定値で評価して
もらったところ、話者の話し方の分かり易さ以外には、
条件間に有意差は見られなかった。ただし、「話者の
話し方の分かりやすさ」については、D条件（統制条
件）の話し方が他の条件に比べて有意に分かり易いと
評価された。実際には4条件で用いられた録音テープ
は、全く同じであったので、被験者が示した分かり易
さの評価の違いは、同時に提示されたビデオ映像の相
違に由来するものと考えられる。
　表情のあったAとBの条件で比べると、有意差は得
られなかったものの、話者が聞き手を軽視し、内容を
伝えることに積極的でないと思わせるような表情をし
ていたB条件のほうが、明るく笑った表情を示すA条
件より、「理解しやすい」という評価が低かった。話
者の表情が、話者の話し方に関する印象に多少なりと
影響していた可能性が伺われる。SD法で得られた尺
度値から行った多変量解析（双対尺度法）の結果（図
2）でも、B条件は男女共に「不快」の近くに位置し
ており、B条件の話者が聞き手に対して、不快な印象
を与えていたことが示された。被験者たちは、暗く入
を見くびるような表情をした話者の話し方を「分かり
にくい」と感じ、またそのような話し方をする話者に
「不快」な印象を持ったようである。
　また、4条件のうちで最も「分かり易い話し方」と
評価されたのは、静止画が提示されたD条件であった。
話者について、顔の表情（A，B条件）や、話す態度
（C条件）といった情報が与えられていない静止画で
は、純粋に話者の話し方や声などの聴覚情報だけから
話し方についての評価が行われたわけで、その場合に
はこの話者の話し方は、5点満点で3．67という評価値
を得ていたことになる。そこに話者の表情に関する情
報が加わると、評価点は2．01あるいは1．61という数値
にまで落ち込む。たとえ話者が明るく、にこやかな表
情で語りかけていても、「あまり分かりやすくない」
という評価にとどまっていた。ただしこれには、話者
の表情以外の要因も関与している可能性がある。つま
り、今回提示されたビデオでは、話者は録音テープの
声に合わせて口を動かし、あたかも話をしているよう
な演技を求められており、さらに表情までも作らなけ
ればならなかったために、いくぶん不自然な印象を被
験者に与えてしまったことは否めない。被験者の中に
は、口と声の微妙なずれに、違和感を覚えたと述べる
被験者もあった。被験者の内観報告で、CおよびDの、
登場人物の表情がわからない条件では、「画面はほと
んど見ずに、聞くことに専念した」と述べている者も
あった。静止画で、ずっと見ている必要のないD条件
が最も聞くことに専念しやすく、結果として「分かり
易い」ものに感じられた可能性がある。
　C条件に関しては、図2を見ると、女性の尺度値が、
B条件ほどではないが中央より「不快」に近い位置に
あった。画面の向こうにいる、被験者を無視したかの
ように、下を向いて原稿を読み続ける態度を女性被験：
者たちは、多少不快に感じていたようである。
　またそのような話者の話し方も、「あまり分かりや
すくない」という評価値2よりさらに低い得点（1．91）
が与えられていた。
放送大学のビデオ講義は、講義時問のかなりの割合で、
講師の話す姿が画面に映し出されている。このような
形式の場合、顔の表情が好ましいものと感じられるか
否かは、講師の話し方を分かり易いと感じるかどうか
に、多少なりと影響を持っている可能性は排除できな
いだろう。また、ずっと原稿を眺めたまま話す講師の
話し方に対しても、受講生が、やや不快な印象と、分
かりやすくない話し方という印象とを持つ可能性があ
る。
　印象でなく、文章の再生率（理解度）に関して見て
みると（図3）、男女に大きな相違があったことが、
まず目に付く。男性は、女性に比べて全体に正再生率
が低迷していた。その理由については、明確には分か
らないが、いくつかの可能性が指摘できるだろう。一
つ目の可能性は、男性被験者たちが実験：に興味を感じ
ず、投げやりで不真面目な態度で実験に参加していた
という可能性である。しかし例えば、男女被験者たち
が行ったメッセージの再生において、どのくらいの長
さの文を再生していたかを、再生文の文字数で比較し
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てみると、女性被験者が平均！58文字であったのに対
して、男性被験者は平均で141文字であった。確かに
女性に比べて多少少ないことは否めないが、一人平均
140文字前後もの再生文を書いているわけであり、必
ずしも女性に比べて極端に不真面目な被験者たちであ
ったとは言えないだろう。
　2つ目の可能性として、被験者たちに求められた、
話者の伝えるメッセージを記憶しておいて、後でそれ
を思い出して書き出すという能力に、大きな男女差が
あった可能性が考えられるかもしれない。しかし、被
験者となった男女大学生は、男女共に同一の大学、同
一学部の学生たちであり、男女にそれほど大きな能力
差があったとは考えにくい。
　3つ目の可能性としては、先に指摘したように今回
刺激として用いたビデオでは、登場人物の口の動きと
声とに多少のずれを感じる部分があったために、不自
然なビデオという印象を被験者に与えてしまった可能
性がある。特にC条件で話者が下を向いて話す条件の
被験者には、実験後の内観報告で「下を向いて話をし
ていため、声がくぐもって聞き取りにくかった」とい
った印象を述べる者があった。実際には、どの条件で
も提示された録音テープの音質に違いはなかったのに
もかかわらず、話者が下を向いて話したことで、聞き
取りにくいと思い込み、結果として再生率の落ち込み
につながった可能性がある。男性は、女性より一層ビ
デオ全体の持つ不自然さに影響を受けてしまった可能
性がある。ビデオの出来そのもののほうに注意が行っ
てしまって、内容の理解が女性被験者に比べてやや散
漫になってしまったという可能性が考えられる。
　一方、女性被験者はビデオの出来の悪さにもかかわ
らず、話の理解度が話者の顔の表情によって違ってい
た。確かにA，B両面糺問に有意差は検出できなかった
が、A条件での正再生率とB条件でのそれとには、か
なり大きな差が見出された。今回の場合、刺激ビデオ
に難点があったことから、男性被験者の正再生率が低
くなってしまった可能性が捨てされないのではある
が、同時に、感情を示す表情に対する男女の感受性の
違いが影響している可能性もあるかもしれない。H：all
（1984，1987）やde　Paulo（1994）は、女性が男性に比
べて、非言語的手がかりから、相手の感情状態を読み
取る能力に優れていると指摘している。今回の実験の
場合、話者は実際に感情的になっているわけではない
ものの、特定の感情を示す表情を被験者に示していた。
そこから女性被験者は話者の特定の感情を読み取っ
て、それが、内容理解にも影響していた可能性が考え
られる。男性は、女性に比べて話者の表情というより
は、ビデオの動きの不自然さや、話者が下を向くこと
で言葉が不明瞭になるといった、刺激の視聴覚的特徴
のほうに、より注目していた可能性が考えられる。た
だし、今回の実験だけから断定することは出来ない。
　放送大学のTV放送教材では、講師の表情にまでは
あまり注意が払われることがないが、講師と受講者と
が、画面を通して顔を突き合せる状況下で、講義が行
われる場合、少なくとも女性の受講者に対しては、講
師は表情にも注意を払っておく必要があるのかもしれ
ない。
　なぜ、暗い表情の話者が伝えるメッセージは理解度
が低かったのだろうか。図2に示した、双対尺度法に
よる2次元平面に布置された、話者に対する印象語の
並び方を眺めてみると、B条件男女の尺度値の近辺に
は、「不快」の軸に沿って、「緊張」、「男性的」といっ
た語が並んでいる。B条件での話者は、不快な感情を
表情に示しており、それに対して、聞き手もその表情
を見て、「不快」「緊張」を感じたことになる。話者の表
情に表れた、聞き手である自分に対する否定的な態度
は、聞き手に警戒感、緊張感を呼び起こし、それが話
者の話に集中することを妨げたのではないかと推測さ
れる。
　B条件のように、不快な表情を取る話者の話を聞い
て理解しなければならない条件に比べて、C，　D条件の
場合のように、受け手と目を合わせない、あるいは話
者の静止画しか提示されておらず、画面をじっと見る
必要がないという条件では、女性被験者の場合は、文
再生率が有意に高かった。これは、話者の表情に影響
されることなく、聞くことだけに集中していたことで、
結果として再生率が高まったためと考えられる。通常、
話者が前を見ずに、原稿だけを見て話すのは、受け手
を無視した態度と受け取られ兼ねず、決して肯定的な
態度とは思えない。事実、先に述べたように好悪の印
象ということで言えば、C条件の話者は女性被験者か
ら決して良い印象を持たれなかった。しかしB条件の
場合のような緊張感、警戒感は生じないので、正再生
率は悪くなかったと考えられる。
　今回の場合、最も高い正再生率を示したのは、静止
画が提示されたD条件であった。これをどう理解すれ
ばよいのかについて、今回の実験だけから結論を出す
のは早計であるが、2つの可能性が考えられるだろ
うQ
　一つは先に述べたように今回のビデオが、必ずしも
良い出来ではなかったために、動きの情報のないD条
件のほうが、むしろ聞くことに集中できたので、良い
結果につながったという可能性である。もしそうであ
れば、不自然さを感じさせない画像を用いて再度同様
の実験を行えば、必ずしも静止画のほうが高成績にな
るという結果にはならないのかもしれない。
　もう一つは、講師が正面を向いた姿で、受講者に語
りかけるというスタイルそのものが、受講者の内容理
解を阻害しているのかもしれないという可能性であ
る。テレビの向こうの講師は、画面を通して見ている
受講生にとって、かなり近い位置にいるように感じら
れる。たとえその講師がにこやかに、明るい表情で語
りかけていても、語り手が自分のほうを向いていると
いうこと自体が、受講生にある種の緊張感をもたらし、
結果として内容の記憶、理解に必ずしも促進的には働
かないという可能性である。図2を見ると、D条件の
女性被験者は、D条件の話者に対して「快」に近い、
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かなり良い評価をしている。講師と直接向かい合わな
くても良い、D条件でのみ被験者がリラックスして、
気持ちよく内容理解に専念できたのだとしたら、やは
り問題である。もちろん、放送大学の受講生の場合、
放送教材と共に、手元に印刷教材を置き、ノートを取
りながらビデオを見ているので、四六時中画面を注視
しているわけではない。その点、今回の被験者たちと
同一条件ではないが、それにしても、放送教材を作る
うえで、今後考えておく必要のある問題点の一つでは
あるだろう。
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